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論 文内容の要旨

現在まで，共鳴をふくめると，数百種の索粧子が発見されている。このように多くなると，少数の

紫粒子だけが基本的なもので，他のものは，その複合状態であると考えたくなる。こういう考え方は

古くからあり，フェルミ=ヤン lこはじまり，ハイゼンベルグとか，南部=ジョナーラ ジニオ，プジョ

ルケン等によって，パイ中間子とか光子とかを7ェJレミオンと反フェルミオンの複合状態として理解

しようとする多くの試みがな されてきた。

ところで， 一方，こういう流れのほかに，素粒子のいろいろな相互作用を統一的にあらわす理論を

つくろうとする試みが，近年ますますきかんになっている。ワインパーグとサラムは， ~~い相互作用

は，ひじように重い弱中間子を媒介しておこるとして，電磁相互作用と弱い相互作用を統一的にあら

わす理論をつく った。最近発見された中性カレントの存在は，彼らの理論が正しいことの一つの証拠

とおもわれている。一方，クォ ク間の強い相互作用は， “色"っきゲー ジ理論で説明されている。

この色っきゲージ理論のよい点は， 70年代に発見された，電子と陽子，中性子との衝突での，スケー

リング則を説明できることである。グロス=ピルツェックおよびポリツアーは.色っきゲージ理論を

つかうと，スケーリ ング則の本質である，ハドロンの深内部で7オークがほとんど自由にとびまわっ

ている(漸近自由)という描像になることを指摘Lた。このことから，色っきゲージ浬拾が，強い相E

作用を説明するのに有望だと思われている。

このような 2つの流れを考えあわせて， クオークと軽粒子のみが基本的であると いう立場にたち，

素粒子の強い相互作用，電磁相互作用，および弱い相互作用を統一的にあらわす理論をつくりあげた。

すなわち，南部国ジョナーラジニオ型の，軽粒子とクオークだけからなる非線型理論から出発して，
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軽粒子台よびフォーク聞の電磁相互作用と弱い相互作用を統一的にあらわす，ワインパーグ=サラム

理論，およびクオーク聞の強い相互作用をあらわす，グロス=ピルツェックおよびポリツアーの漸近

自由な色っきゲージ理論を統一的にっくりあげることができた。この理論では，光子とかWボソン，

Zボソン，色っきゲージボソンとかはすべて，軽粒子およびクオークの対からつくられた.複合状態で、

ある。その結果 3つの相互作用の大きさをあらわす定数が関係してきて 1つだけの相互作用の大

きさ，微細構造定数，であらわせることになる。そのために，非整数電荷のクオーク模型では，ワイ

ンパーグ角度が%にきまってくる O また，この理論を裸の理論として，最低次の補正をとりいれて議

論した。

論文の審査結果の要旨

素粒子の相互作用の伝達媒体として電磁場，弱い相互作用に対する Boson場，さらに素粒子自身を

構成しているquarkの結合媒体としてのgauge場が存在することは現在では広く受けいれられている

観点、である O 重本の論文はこれらをわずかの材料から導こうという野心的試みである。

すなわち材料としてleptonむよび、quarkだけを仮定し，これらの結合状態として上述のすべての場

を導こうということがこの論文の趣旨である O

その導きかたには論理的にみて相当無理な点もあり必らずしも題目通りに成功しているとはいえな

いが，一面面白い結果を出すことにも成功している O 特に上述の場の相互作用定数の聞に簡単な関係

のあることをみつけたことは高く評価できるD

理学博士の学位論文として価値があると認める。
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